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(57)【要約】
【課題】冷却風の流路方向での電池の温度むらを改善す
ることができる組電池、及び、セパレーターを提供する
。
【解決手段】絶縁性を有するセパレーター７を間に挟ん
で複数の電池１を配列して構成され、これらの電池１間
には、冷却風を送風して当該電池１を冷却する組電池１
０において、セパレーター７は、電池１との間に冷却風
が通過する冷却風路２４を備え、この冷却風路２４の上
流側に電池１と冷却風との熱交換を抑制する伝熱抑制部
２３を設けたことを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁性を有するセパレーターを間に挟んで複数の電池を配列して構成され、これらの電
池間には、冷却風を送風して当該電池を冷却する組電池において、
　前記セパレーターは、前記電池との間に前記冷却風が通過する冷却風路を備え、この冷
却風路の上流側に前記電池と前記冷却風との熱交換を抑制する伝熱抑制部を設けたことを
特徴とする組電池。
【請求項２】
　前記伝熱抑制部は、前記電池表面を覆い、当該電池表面と前記冷却風との接触を防止し
たことを特徴とする請求項１に記載の組電池。
【請求項３】
　前記伝熱抑制部は、前記冷却風路の上流側から前記冷却風の流通方向に向かって、前記
電池表面を６分の１より小さい範囲で覆うことを特徴とする請求項１又は２に記載の組電
池。
【請求項４】
　前記セパレーターは、前記電池の奥行方向に延在する凹、凸を有し、これらの凹、凸に
対応して前記電池との間に形成される空所を前記冷却風路とするとともに、前記伝熱抑制
部を、この空所を覆うように設けたことを特徴とする請求項２乃至３のいずれかに記載の
組電池。
【請求項５】
　前記伝熱抑制部は、略矩形筒状に形成され、開口部を前記冷却風路に対して平行に配置
したことを特徴とする請求項２乃至３のいずれかに記載の組電池。
【請求項６】
　組電池を構成する複数の電池間に介装され、前記電池間を絶縁するセパレーターであっ
て、
　前記電池との間に冷却風が通過する冷却風路を備え、この冷却風路の上流側に前記電池
と前記冷却風との熱交換を抑制する伝熱抑制部を設けたことを特徴とするセパレーター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電池を配列した組電池、及び、その組電池を構成する電池と電池の間
に介装されるセパレーターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の電池を配列した組電池を備えるバッテリー装置が知られている。この種の
バッテリー装置では、組電池を構成するに際し、電池と電池の間に絶縁体からなる例えば
樹脂製のセパレーターが配置される。この種のセパレーターには、冷却風を通過させるた
めの冷却風路が形成され、この冷却風路に送風機などで冷却風を送風して、冷却風路を通
過する冷却風と電池との間で熱交換させて電池を冷却している（例えば、特許文献１参照
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３６２８７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、バッテリー装置の小型化が進み、組電池の電池間の隙間が狭小になる
傾向がある。これによって、電池間の狭小な隙間に介装されるセパレーターに形成される
冷却風路の流路幅が狭くなっている。また、近年、冷却風を送風するための送風機が小型
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化され、送風機の低消費電力化、及び、低騒音化が進められているため、冷却風路を流れ
る冷却風の流量が少なくなると共に、流速が遅くなっている。そのため、冷却風路を通過
する間に、電池との熱交換によって冷却風の温度が上昇し、冷却風に上流側と下流側で温
度差が生じ、電池に温度むらができる恐れがある。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、冷却風の流路方向での電池の温
度むらを改善することができる組電池、及び、セパレーターを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、絶縁性を有するセパレーターを間に挟んで複数
の電池を配列して構成され、これらの電池間には、冷却風を送風して当該電池を冷却する
組電池において、前記セパレーターは、前記電池との間に前記冷却風が通過する冷却風路
を備え、この冷却風路の上流側に前記電池と前記冷却風との熱交換を抑制する伝熱抑制部
を設けたことを特徴とする。
【０００７】
　この構成において、前記伝熱抑制部は、前記電池表面を覆い、当該電池表面と前記冷却
風との接触を防止した構成としても良い。また、前記伝熱抑制部は、前記冷却風路の上流
側から前記冷却風の流通方向に向かって、前記電池表面を６分の１より小さい範囲で覆う
構成としても良い。また、前記セパレーターは、前記電池の奥行方向に延在する凹、凸を
有し、これらの凹、凸に対応して前記電池との間に形成される空所を前記冷却風路とする
とともに、前記伝熱抑制部を、この空所を覆うように設けた構成としても良い。また、前
記伝熱抑制部は、略矩形筒状に形成され、開口部を前記冷却風路に対して平行に配置した
構成としても良い。
【０００８】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、組電池を構成する複数の電池間に介装さ
れ、前記電池間を絶縁するセパレーターであって、前記電池との間に冷却風が通過する冷
却風路を備え、この冷却風路の上流側に前記電池と前記冷却風との熱交換を抑制する伝熱
抑制部を設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、絶縁性を有するセパレーターを間に挟んで複数の電池を配列して構成
され、これらの電池間には、冷却風を送風して当該電池を冷却する組電池において、前記
セパレーターは、前記電池との間に前記冷却風が通過する冷却風路を備え、この冷却風路
の上流側に前記電池と前記冷却風との熱交換を抑制する伝熱抑制部を設けたため、冷却風
の冷却風路上流側での温度上昇を抑え、下流側に温度の低い冷却風を送風することができ
る。これによって、冷却風路下流側での冷却風と電池との温度差を十分に確保して、下流
側での電池の冷却効率を促進することができ、冷却風の流路方向での電池の温度むらを改
善することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施の形態に係る組電池を示す外観斜視図である。
【図２】セパレーターを示す斜視図である。
【図３】セパレーターの構造を示す斜視図である。
【図４】伝熱抑制部の長さと電池温度の関係を示す図である。
【図５】別の実施形態のセパレーターを示す斜視図である。
【図６】別の実施形態のセパレーターを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の一実施の形態について説明する。



(4) JP 2012-199045 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

【００１２】
　本実施形態に係る組電池１０は、電動機を駆動源としたハイブリッド自動車や電気自動
車に搭載される車載用の組電池であり、図示は省略したが、例えば、後部座席後方の床下
、或いは、後部座席とトランクルームの間に配置される。このように、車載用の組電池１
０は、組電池１０の設置スペースが限られ、狭いスペースを利用して配置するために、小
型化が進み、電池間の隙間が狭小になる傾向がある。
【００１３】
　図１は、本発明を適用した実施形態に係る組電池１０の斜視図である。
【００１４】
　組電池１０は、複数の電池（セル）１を断熱プレート２上で前後に重ねて構成されてい
る。電池１はその幅よりも薄い薄型の角型電池であり、面取りした矩形状の角型ケース３
の天面から出力端子４である正極、及び、負極を離間させて突出させている。出力端子４
の突出位置は、正極と負極とが左右対称となる位置としている。これにより、電池１を交
互に裏返して重ねたときに、正極と負極とが重なり合い、複数の電池１を容易に直列に接
続することができる。この電池１は、リチウムイオン電池、ニッケル水素電池、ニッケル
カドミウム電池等の二次電池が利用できる。特に、リチウムイオン電池は、単位体積当た
りの出力が高く、小型化、高出力化に適しているため、好適に用いることができる。なお
、二次電池に限らず、一次電池を利用することもできる。
【００１５】
　出力端子４は、正負の出力端子４が、互いに逆方向に断面Ｌ字状に折曲される。電池１
を交互に裏返して重ねたときには、隣接する電池１同士で、正負の出力端子４が交互に逆
向きになり、正極と負極とが積層される。また、これらの出力端子４は、隣接する電池１
の間で接続可能な大きさ、及び、形状に形成される。さらに出力端子４の折曲部には、連
結孔が開口しており、この連結孔に連結ボルトを挿通することで、互いに積層される折曲
部を連結することができる。これにより、隣接する電池１間で、出力端子４の正極と負極
とを直接接続して、複数の電池を直列に接続している。なお、出力端子４は、金属板のバ
スバーを用いて、隣接する電池１を互いに直列に接続する構成であっても良い。
【００１６】
　図示は省略したが、組電池１０の端部は制御回路に接続され、制御回路によって各電池
１の電圧、電流、温度などが測定され、電池容量、及び、必要充放電量等が決定され、充
放電等の制御が行われる。複数の電池１を直列に接続することで、出力電圧を高くするこ
となく出力を大きくできるが、組電池１０は、電池１を並列に接続して構成される構成と
することもできる。また、組電池１０は、その端部にエンドプレートを備える構成であっ
ても良い。
【００１７】
　また、電池１は、図示は省略したが、有底筒状に形成された外装缶である角型ケース３
の開口部分から巻き電極を挿入し、電解液を注入した後、封口板で開口部分を閉塞して、
レーザー溶接等により封止して形成されている。角型ケース３は、熱伝導性に優れた金属
で構成される。封口板には、安全弁が設けられ、電池が異常な状態で充放電されると安全
弁が開弁して、電解液が排出されるように構成されている。また、電池１は、出力端子４
の周囲を囲むように直立された端子リブを備える。これにより、角型ケース３内部に注入
された電解液が出力端子４の周囲から漏洩しても、不用意に拡散する事態が阻止される。
【００１８】
　各電池１間には、図２に示すように、絶縁性を有するセパレーター７が配置されている
。このセパレーター７は、各電池１間に適宜の間隔をあけて、その間隔に冷却風を流して
各電池１を空冷により冷却できるように構成されている。図示は省略したが、組電池１０
の一側面１０Ａ側には、送風機からの風を各セパレーター７により形成される間隔に供給
するための供給ダクトが接続されると共に、組電池１０の他側面１０Ｂ側には、各セパレ
ーター７により形成される間隔を通って流れた冷却風を外部に排気する排気ダクトが接続
される。これにより、組電池１０を空冷によって冷却することができる。
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【００１９】
　セパレーター７は、例えば樹脂成形により製造される樹脂成形品であり、電池１とセパ
レーター７とを組み合わせて組電池１０を構成した場合に、電池１の全ての隅部を囲うよ
うに電池１を保持する保持部２１と、互いに隣接する電池１の間に介在する絶縁部２２と
、を備える。この構成によれば、薄型の角型電池である電池１の全ての隅部をセパレータ
ー７で覆うことができ、電池１が外部から衝撃を受けた際にも、電池１の絶縁性を保つこ
とができる。
【００２０】
　絶縁部２２は、伝熱抑制部２３と、冷却風路部（冷却風路）２４とを備える。伝熱抑制
部２３は、冷却風路部２４の上流側に設けられる。伝熱抑制部２３は、電池１とセパレー
ター７とを組み合わせて組電池１０を構成した場合に、隣接する電池１の互いに対向する
表面に当接する当接部２３Ａを備える。当接部２３Ａの内部には、冷却風を冷却風路部２
４に供給する冷却風供給部２３Ｂが形成される。
【００２１】
　冷却風路部２４は、冷却風供給部２３Ｂの下流側に設けられ、上下に矩形波状の凹２４
Ａ、凸２４Ｂ、凹２４Ａ、凸２４Ｂ・・・を順に繰り返して構成されている。これらの凹
２４Ａ、凸２４Ｂ、凹２４Ａ、凸２４Ｂ・・・は、電池１の奥行方向に互いに平行に延び
、これら凹２４Ａ、凸２４Ｂ、凹２４Ａ、凸２４Ｂ・・・に対応し、冷却風路部２４と電
池１間に、互いに平行に延びる空所２５，２５・・・が形成される。各空所２５，２５・
・・は、冷却風供給部２３Ｂを介して、図１に示した組電池の一側面１０Ａ側から他側面
１０Ｂ側に貫通している。
【００２２】
　電池１と、セパレーター７と、を組み合わせて組電池１０を構成したときに、電池１の
表面の一部が伝熱抑制部２３の当接部２３Ａによって覆われる。これによって、冷却風供
給部２３Ｂを流れる冷却風は、電池１の表面に直接触れることなく、冷却風路部２４に供
給される。これによって、伝熱抑制部２３の内部に形成された冷却風供給部２３Ｂを流れ
る冷却風と、電池１との間の熱交換を抑制して、冷却風路部２４に供給する冷却風の温度
上昇を抑えることができる。
【００２３】
　この構成によれば、組電池の一側面１０Ａ側から他側面１０Ｂ側に流れる冷却風の一側
面１０Ａ側での温度上昇を抑制し、他側面１０Ｂ側での冷却風の温度を低下させることが
できる。これによって、他側面１０Ｂ側での電池１の冷却を促進し、電池１の一側面１０
Ａ側と他側面１０Ｂ側での表面温度の差を小さくすることができる。そのため、電池１の
冷却風の流路方向での温度むらを改善することができる。
【００２４】
　伝熱抑制部２３の当接部２３Ａは、図３（Ａ）に示すように、一方の面２３Ｃと、他方
の面２３Ｄとを備える。一方の面２３Ｃは、絶縁部２２に一体に設けられ、他方の面２３
Ｄは、絶縁部２２とは別体に形成された板状部材２３Ｅによって構成される。一方の面２
３Ｃには、複数のリブ２６が絶縁部２２の内側に立設するように設けられる。他方の面２
３Ｄを構成する板状部材２３Ｅは、このリブ２６を挟んで、絶縁部２２に接着される。こ
れによって、図３（Ｂ）に示すように、一方の面２３Ｃと、他方の面２３Ｄと、の間には
、リブ２６によって区切られた複数の部屋からなる冷却風供給部２３Ｂが形成される。
【００２５】
　リブ２６は、冷却風路部２４を構成する凹２４Ａ、凸２４Ｂ、凹２４Ａ、凸２４Ｂ・・
・に対応する位置に設けられている。これによって、冷却風供給部２３Ｂの隣接するリブ
２６の間を流れる冷却風が、各空所２５，２５・・・に送風されるように構成されている
。つまり、伝熱抑制部２３は、セパレーター７と電池１間に形成された空所２５を被覆す
るように設けられ、空所２５を流れる冷却風と電池１との接触を妨げ、冷却風と電池１の
間の熱交換を抑制するように構成されている。
【００２６】
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　図４は、伝熱抑制部２３の長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合と、電池温度
の関係を示す図である。本発明者らは、伝熱抑制部２３の長さがセパレーター７の奥行長
さに占める割合を種々変化させて、電池１の表面の複数点の温度を計測した。冷却風の流
路幅、つまり、冷却風路部２４と電池１間形成される空所２５の相等直径は３ｍｍであり
、冷却風の平均流速は、１．５～４．１ｍ／ｓである。また、冷却風の流れは、レイノル
ズ数が１５００以下となる層流域の流れである。
【００２７】
　図４（Ａ）は、横軸が伝熱抑制部２３の長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合
、縦軸が電池１の温度差異を示す図である。線ａは、伝熱抑制部２３の長さがセパレータ
ー７の奥行長さに占める割合が５０％のときの電池１の平均温度の上昇分を基準とした時
の、伝熱抑制部２３の長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合に対する電池１の温
度むらを示す。線ｂは、伝熱抑制部２３の長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合
が５０％のときの電池１の平均温度の上昇分を基準とした時の、伝熱抑制部２３の長さが
セパレーター７の奥行長さに占める割合に対する電池１の平均温度を示す。図４（Ａ）に
示すように、伝熱抑制部２３の長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合が大きくな
ると、電池１の温度むらは改善するが、電池１の平均温度は上昇する。
【００２８】
　図４（Ｂ）は、伝熱抑制部２３の長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合と、電
池１の温度効率と、の関係を示す図である。図４（Ｂ）に示すように、伝熱抑制部２３の
長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合が大きくなると、電池１の温度効率は、低
下する。電池１の温度効率の大幅な低下（３０％以上の低下）を避けるために、伝熱抑制
部２３の長さがセパレーター７の奥行長さに占める割合は、セパレーター７の奥行長さ全
体の１／６程度（１７％）以下にするのが好ましいことが実験結果から得られた。
【００２９】
　つまり、流路が狭小で、冷却風の流速が遅い場合でも、セパレーター７に、セパレータ
ー７の奥行長さ全体の１／６程度（１７％）以下の長さに形成された伝熱抑制部２３を設
けることで、冷却風の上流側での電池温度の低下と、冷却風の温度上昇を抑制することが
でき、電池１の冷却風の流路方向での温度むらを改善することがで
きることが実験により明らかとなった。
【００３０】
　次に、別の実施の形態を説明する。
【００３１】
　上記実施の形態では、伝熱抑制部２３の当接部２３Ａは、絶縁部２２と一体に形成され
、冷却風路部２４を構成する凹２４Ａ、凸２４Ｂ、凹２４Ａ、凸２４Ｂ・・・に対応する
位置に設けられたリブ２６を有する一方の面２３Ｃと、このリブ２６を挟んで、絶縁部２
２に接着された板状部材２３Ｅによって構成された他方の面２３Ｃとを備える。この構成
によれば、一方の面２３Ｃと他方の面２３Ｃとの間には、複数のリブ２６が形成されてい
るため、伝熱抑制部２３の強度を上げることができるが、セパレーター７を樹脂成型する
ためのコストが嵩むことが考えられる。
【００３２】
　この実施の形態では、セパレーター７０は、保持部２１と冷却風路部２４とが一体に形
成されているとともに、伝熱抑制部７３が保持部２１とは別体に形成されているため、セ
パレーター７０の成型コストを抑えることができるものである。なお、この実施の形態に
おいて、上記の実施の形態と同様の構成においては、図中に同一の符号を付し、その説明
を省略する。
【００３３】
　セパレーター７０は、図５、図６に示すように、伝熱抑制部７３と、保持部２１と、冷
却風路部２４と、を備える。冷却風路部２４は、図６に示すように、保持部２１と一体に
形成される。冷却風路部２４は、電池１と、セパレーター７０と、を組み合わせて組電池
１０を構成したときに、組電池の他側面１０Ｂ側に寄せて設けられる。組電池の一側面１
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０Ａ側には、図５に示すように、保持部２１とは別体に形成された伝熱抑制部７３が嵌合
される。伝熱抑制部７３は、略矩形筒状に形成され、開口部７４が、冷却風路部２４と電
池１間に設けられ、互いに平行に延びる空所２５，２５・・・に対して平行に配置されて
いる。
【００３４】
　伝熱抑制部７３は、厚さＴ１が、冷却風路部２４の厚さＴ２と略同じに形成される。ま
た、伝熱抑制部７３の開口部７４の開口の幅Ｗ１は、冷却風路部２４と電池１間に設けら
れる空所２５の幅Ｗ２と略同じに形成される。これによって、伝熱抑制部７３の表面は、
電池１と、セパレーター７０と、を組み合わせて組電池１０を構成したときに、電池１の
表面の一部が伝熱抑制部７３によって覆われる。そのため、開口部７４から伝熱抑制部７
３の内部に導かれた冷却風は、電池１の表面に直接触れることなく、冷却風路部２４に供
給される。伝熱抑制部７３の長さがセパレーター７０の奥行長さに占める割合は、電池１
の温度むらと、冷却効率とから、セパレーター７０の奥行長さ全体の１／６程度（１７％
）以下にするのが好ましい。
【００３５】
　以上説明したように、本発明を適用した実施形態によれば、絶縁性を有するセパレータ
ー７，７０を間に挟んで複数の電池１を配列して構成され、これらの電池１間には、冷却
風を送風して当該電池１を冷却する組電池１０において、セパレーター７，７０は、電池
１との間に冷却風が通過する冷却風路２４を備え、この冷却風路２４の上流側に電池１と
冷却風との熱交換を抑制する伝熱抑制部２３，７３を設けた。これによって、電池１間の
冷却風の流路が狭小で、冷却風の流速が遅い場合でも、冷却風の上流側での電池１の温度
の低下と、冷却風の温度の上昇を抑制することができる。そのため、冷却風の上流側と、
下流側とでの温度差が付きにくくなり、冷却風の流路方向での電池１の温度むらを改善す
ることができる。
【００３６】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、伝熱抑制部２３，７３は、電池１の表面を
覆い、電池１の表面と冷却風との接触を防止したため、伝熱抑制部２３，７３によって覆
われた部分の電池１の表面と、冷却風との熱交換が抑制され、伝熱抑制部２３，７３によ
って覆われた冷却風の上流側での電池１の温度の低下、及び、冷却風の温度上昇を抑制す
ることができる。そのため、冷却風の上流側と、下流側とでの温度差が付きにくくなり、
冷却風の流路方向での電池１の温度むらを改善することができる。
【００３７】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、伝熱抑制部２３，７３は、冷却風路２４の
上流側から冷却風の流通方向に向かって、電池１の表面を６分の１より小さい範囲で覆う
ため、電池１の平均温度の大幅な上昇、及び、電池１の温度効率の大幅な低下を防ぎ、且
つ、電池１の冷却風の流路方向での温度むらを改善することができる。
【００３８】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、セパレーター７は、電池１の奥行方向に延
在する凹２４Ａ、凸２４Ｂ、凹２４Ａ、凸２４Ｂ・・・を有し、これらの凹２４Ａ、凸２
４Ｂ、凹２４Ａ、凸２４Ｂ・・・に対応して電池１との間に形成される空所２５を冷却風
路２４とするとともに、伝熱抑制部２３を、この空所を覆うように設けた。これによって
、伝熱抑制部２３で、空所２５を流れる冷却風と電池１との熱交換を抑制することができ
る。そのため、簡単な構造で、冷却風の上流側での電池温度の低下と、冷却風の温度上昇
を抑制することができ、電池１の冷却風の流路方向での温度むらを改善することができる
。
【００３９】
　また、本発明を適用した実施形態によれば、伝熱抑制部７３は、略矩形筒状に形成され
、開口部７４を冷却風路２４に対して平行に配置したため、略矩形筒状に形成された伝熱
抑制部７３の内部を流れる冷却風を冷却風路２４に供給することで、伝熱抑制部７３の内
部を流れる冷却風と電池１との熱交換を抑制することができる。これによって、簡単な構
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造で、冷却風の上流側での電池温度の低下と、冷却風の温度上昇を抑制することができ、
電池１の冷却風の流路方向での温度むらを改善することができる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　電池
　７、７０　セパレーター
　１０　組電池
　２１　保持部
　２３、７３　伝熱抑制部
　２４　冷却風路（冷却風路部）
　２４Ａ　凹
　２４Ｂ　凸
　２５　空所

【図１】
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